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Security
優れた安全対策で皆様を守ります。

Service
先進の医療を快適に提供します。

Speed
すべてに迅速な対応を心がけます。

Sympathy
患者の皆様と思いを共有します。

http://www.sagaminojcho.go.Jp
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地域と共に
JCHO

■ 新副院長　ご挨拶
■ 新副看護部長　ご挨拶
■ 新任医師紹介
■ 診療科紹介　第 3回　産婦人科
■ 春の市民公開講座
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１．患者第一主義　常に診療を受ける皆様の立場で考え誠実に行動します。
２．安全確保　すべての診療現場で患者の皆様が安心できる環境を作り、安全で質の高い医療を提供します。
３．社会貢献　良質な医療提供を基本として積極的に社会に貢献をします。
４．公正で透明性のある病院　高い倫理観に基づき様々な情報を開示します。
５．働きがいのある職場作り　創造性、主体性を尊重しあい自由で働きやすい職場を実現します。

基本方針

JCHO

春春春の市民公開講座を開催の市民公開講座を開催
　春の市民公開講座として、5月30日、当院健康管理センター副センター長
矢那瀨医師による「肺癌という病気」－最近の話題と検診のすすめ－　と
題した講演会を開催しました。お天気が悪いなか、今回もたくさんの皆様に
ご来院いただき、ありがとうございました。

矢那瀨医師
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周産期母子医療センター　副センター長    河野　照子

　産婦人科は周産期母子医療センター長の吉原　一先生
を筆頭に個性豊かなメンバーがそろっています。長く
ご勤務された野田芳人先生がJCHO三島病院の院長に
就任され、今春から松澤晃代先生が着任されました。
馬場征一先生は毎年石垣島マラソンに参加するほどの
ランナーなので、マラソン好きな方はぜひお声掛け
ください。
　少子化と言われていますが、昨年は約700件の分娩
がありました。当院では正常分娩だけでなく、28週以降
の早産や双胎妊娠も行っており、神奈川県県央北相

地区の二次施設として、相模原市だけでなく座間市、大和市、綾瀬市からも母体搬送を受け入れています。
このようなハイリスク妊娠を扱えるのも、小児科、手術室、検査部など沢山の方々のお力があってこそと思って
います。また、当院には経験豊かな助産師が多数おり、骨盤ケアや母乳ケアも熱心に行われています。
　婦人科は子宮筋腫や子宮内膜症、子宮頚部異型成、卵巣腫瘍などの治療を行っています。筋腫で大きく
なった子宮や内膜症で癒着しているようなケースでも、繊細な小野重満先生が中心となって手術しますの
でご安心ください。
　当院では少子化への貢献として、当院での出産が２回目、3回目の方は3万円、5万円の割引制度がありま
す！ご出産の際にはぜひご検討くださいませ。

診療科紹介
第3回

産婦人科



　4月から、相模野病院で副看護部長として勤務させていただいております。
　これまでは、埼玉県さいたま市にある埼玉メディカルセンターで勤務して
おりました。外科、内科、老人保健施設、地域包括ケア病棟など様々な部署を
経験し、地域連携や退院支援に力を注いでまいりました。
　初めての神奈川の地で、まだ右も左もわからない状態ではありますが、「地域と共に」という相模野病院の
方針を胸に、地域の皆様に信頼される病院として安心・安全な医療・看護の提供ができるように努力して
いきたいと考えております。
　今、「働き方改革」が言われている中で、私たち看護職が働き続けられる職場作りを考えていくことが私の
役割の一つではないかと考えます。田中看護部長が言われている「人材の人財化」という考えを基に、
「看護にやりがい」を感じて、「当院で働き続けたい」という看護職員を育てていけるよう誠心誠意努めて
まいります。そして、そのような看護職員が働いている病院はきっと地域の皆様に信頼され、愛される病院
に育っていくことと思います。
　相模野病院の職員と、地域の皆様にご指導いただきながら頑張ってまいります。どうぞよろしくお願い
いたします。

　本年４月１日よりJCHO相模野病院の副院長に就任させていただいた今泉　弘と申します。本誌面
をおかりして皆様にご挨拶させていただきます。
　私は1986年に北里大学医学部を卒業し、同年5月に内科Ⅰ（消化器内科）に入局しました。薬理学的
手法を応用した胃潰瘍の内視鏡的治癒判定の研究をさせていただき1995年に学位を取得しました。
以後、北里大学病院で胆膵内視鏡診断・治療そして胆膵悪性腫瘍に対する化学療法に携わってきました。
近年では、アジアを中心とした海外での招待講演や超音波内視鏡（EUS）のライブデモンストレー
ションを行う機会も頂いてまいりました。
　本年４月にご縁がありJCHO相模野病院の一員に加わることができました。
　ご報告になりますが、この４月より当院でもEUSを導入いたしました。EUSは内視鏡先端に高性能
な超音波プローブを搭載したものです。CTやMRIでは描出困難な小膵癌の発見など胆膵疾患等の診断
に大きく寄与する優れた診断手法です。膵腫瘤の間接所見である膵管拡張、膵嚢胞や膵管内乳頭粘
液性腫瘍（IPMN）などを腹部超音波検査等で指摘された患者様には積極的にEUSを施行することに
より、早期診断・早期治療に貢献したいと考えています。
　当院の理念は「地域と共に」です。消化器疾患だけではなく、今後は大学病院をはじめ近隣の病院、
地元医師会の先生方、相模野病院の皆様にご指導をいただきながら、地域の患者様から求められる安全
で質の高い医療を提供できるように日々邁進する所存です。微力ではありますが、高度医療の提供、
地域医療社会への貢献を実現すべく努力してまいります。今後も皆様のご指導，ご鞭撻のほどよろしく
お願い申し上げます。

副院長／消化器内科　　今泉　弘

超音波内視鏡（EUS）を
　　　　　導入しました

はじめまして！
副看護部長　　岡野　礼子

　はじめまして、相模野
病院内科の石崎純郎と
申します。この度、
平成30年4月より着任

いたしました。私は昨年度まで北里大学
病院消化器内科に勤務しておりました。
大学病院よりも地域の皆様との距離の
近さを感じながら日々診療させていただ
いています。皆様に良質な医療を提供で
きるよう、日々邁進してまいりますので
何卒宜しくお願い致します。

消化器内科
　石崎　純郎

新任医師紹介

　2018年4月より
相模野病院・皮膚科に
着任いたしました屋代
正晃と申します。当院

では一般皮膚科診療を中心に診療をさせて
いただいております。より親しみやすく、
地域で頼りにされるような医療を提供
できるよう頑張りますので、よろしく
お願い致します。

皮膚科
　屋代　正晃

　初めまして。整形外科
の古屋貫治と申します。
2 0 1 8 年 4 月より
JCHO相模野病院に

勤務となりました。一般的な外傷や肩関節
の関節鏡手術を中心に行っており、外来
では腰や膝の変性疾患、骨粗鬆症などの
診療にあたっています。整形外科を専門と
し、地域の皆さんが健康に、活力をもって
生活できるようサポートしていきたいと
思っています。お困りのことがありましたら
気軽にご相談ください。

整形外科
　古屋　貫治

　4月より相模野病院産婦人科へ着任致し
ました、松澤晃代と申します。患者様に、
安全、安心な医療を提供できるよう努めて
参ります。宜しくお願いいたします。

産婦人科
　松澤　晃代

　2018年4月より
JCHO相模野病院内科
へ赴任しました宮坂竜
馬と申します。昨年度ま

で北里大学病院腎臓内科で勤務しており、
本年度より相模野病院にて外来診療、病棟
業務および血液浄化センターでの透析診療
を担当させていただきます。当院へ赴任し
勉強させていただくことも非常に多く、皆様
によりよい医療を提供できるよう精進して
参りますのでよろしくお願いいたします。

腎臓内科
　宮坂　竜馬

　初めまして。この度、
2018年4月よりJCHO
相模野病院腎臓内科
医員として着任致し

ました、高橋遼と申します。専門は腎臓
一般になります。これまで様々な病院で
働かせて頂きましたが、維持透析施設の
ある病院での勤務は初めての経験となる
ため、不慣れな部分も多くありますが、
相模原地域の透析医療、そしてCKD
連携を活発に行えるように努力致します。
宜しくお願い申し上げます。

腎臓内科
　髙橋　遼

■新副院長のご挨拶■

　今年度から相模野病院
でお世話になることにな
りました整形の遊佐香名子
と申します。
　以前、非常勤として

お世話になった時期があり、親しみやすい雰囲気
がとても印象的でした。常勤として働き始めて
からも、システムになれない私に様々な方々が
手をさしのべてくださり、本当に恵まれた環境で
勤務に望むことができていると思っています。
整形外科としては駆け出しの私ですがよりよい
医療を提供できるため努力して参りますので
よろしくお願いします。

整形外科
　遊佐 香名子

　2018年４月より赴任
して参りました。大腸
をはじめとした消化器
疾患の診療と、北里

大学病院の医師と共に、腹腔鏡手術を中心
に手術を行っております。些細なことでも
御相談ください。患者様一人一人に寄り
添った医療が提供できるよう努めて参り
ますので、よろしくお願いいたします。

外科
　小嶌　慶太

　4月から小児科に勤める
事になった原口と申しま
す。現在はNICU、GCUを
中心とした病棟業務と外来
業務に携わっております。

　こちらに来るまでは北里大学病院の小児科で仕
事をしていましたが、重症患者を診る事が多い大
学病院とは違った、より人としての距離が近い診
療に新たな刺激を受けています。
　小児科は患者さんの全身を診る科であり、患者
さん家族との距離も近く、非常にやりがいがありま
す。これからも医者として、人として、広い範囲で
患者さん、家族と向き合って地域に貢献していき
たいと思います。

小児科
　原口 啓之介

　はじめまして。北里
大学病院の派遣で
4月から着任しました
麻酔科の嶋尾淳子と

申します。大学では3年間ペインクリ
ニック・緩和ケアの外来診療と病棟業務
を担当しておりました。相模野病院
では、気持ちを新たに手術麻酔に専念
して参ります。どうぞよろしくお願い
いたします。

麻酔科
　嶋尾　淳子

　初めまして。４月か
ら相模野病院麻酔科に
赴任しました行木（な
めき）香寿代と申しま

す。私は北里大学出身後、日本大学麻酔科
に入局し、今年ご縁があり相模野病院でお
世話になることになりました。色々とご迷
惑をおかけすることもあるかと思います
が、安全な麻酔を心がけていきたいと思い
ますので、よろしくお願い致します。

麻酔科
　行木 香寿代
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働かせて頂きましたが、維持透析施設の
ある病院での勤務は初めての経験となる
ため、不慣れな部分も多くありますが、
相模原地域の透析医療、そしてCKD
連携を活発に行えるように努力致します。
宜しくお願い申し上げます。

腎臓内科
　髙橋　遼

■新副院長のご挨拶■

　今年度から相模野病院
でお世話になることにな
りました整形の遊佐香名子
と申します。
　以前、非常勤として

お世話になった時期があり、親しみやすい雰囲気
がとても印象的でした。常勤として働き始めて
からも、システムになれない私に様々な方々が
手をさしのべてくださり、本当に恵まれた環境で
勤務に望むことができていると思っています。
整形外科としては駆け出しの私ですがよりよい
医療を提供できるため努力して参りますので
よろしくお願いします。

整形外科
　遊佐 香名子

　2018年４月より赴任
して参りました。大腸
をはじめとした消化器
疾患の診療と、北里

大学病院の医師と共に、腹腔鏡手術を中心
に手術を行っております。些細なことでも
御相談ください。患者様一人一人に寄り
添った医療が提供できるよう努めて参り
ますので、よろしくお願いいたします。

外科
　小嶌　慶太

　4月から小児科に勤める
事になった原口と申しま
す。現在はNICU、GCUを
中心とした病棟業務と外来
業務に携わっております。

　こちらに来るまでは北里大学病院の小児科で仕
事をしていましたが、重症患者を診る事が多い大
学病院とは違った、より人としての距離が近い診
療に新たな刺激を受けています。
　小児科は患者さんの全身を診る科であり、患者
さん家族との距離も近く、非常にやりがいがありま
す。これからも医者として、人として、広い範囲で
患者さん、家族と向き合って地域に貢献していき
たいと思います。

小児科
　原口 啓之介

　はじめまして。北里
大学病院の派遣で
4月から着任しました
麻酔科の嶋尾淳子と

申します。大学では3年間ペインクリ
ニック・緩和ケアの外来診療と病棟業務
を担当しておりました。相模野病院
では、気持ちを新たに手術麻酔に専念
して参ります。どうぞよろしくお願い
いたします。

麻酔科
　嶋尾　淳子

　初めまして。４月か
ら相模野病院麻酔科に
赴任しました行木（な
めき）香寿代と申しま

す。私は北里大学出身後、日本大学麻酔科
に入局し、今年ご縁があり相模野病院でお
世話になることになりました。色々とご迷
惑をおかけすることもあるかと思います
が、安全な麻酔を心がけていきたいと思い
ますので、よろしくお願い致します。

麻酔科
　行木 香寿代
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優れた安全対策で皆様を守ります。
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先進の医療を快適に提供します。
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すべてに迅速な対応を心がけます。
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地域と共に
JCHO

■ 新副院長　ご挨拶
■ 新副看護部長　ご挨拶
■ 新任医師紹介
■ 診療科紹介　第 3回　産婦人科
■ 春の市民公開講座
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１．患者第一主義　常に診療を受ける皆様の立場で考え誠実に行動します。
２．安全確保　すべての診療現場で患者の皆様が安心できる環境を作り、安全で質の高い医療を提供します。
３．社会貢献　良質な医療提供を基本として積極的に社会に貢献をします。
４．公正で透明性のある病院　高い倫理観に基づき様々な情報を開示します。
５．働きがいのある職場作り　創造性、主体性を尊重しあい自由で働きやすい職場を実現します。

基本方針

JCHO

春春春の市民公開講座を開催の市民公開講座を開催
　春の市民公開講座として、5月30日、当院健康管理センター副センター長
矢那瀨医師による「肺癌という病気」－最近の話題と検診のすすめ－　と
題した講演会を開催しました。お天気が悪いなか、今回もたくさんの皆様に
ご来院いただき、ありがとうございました。

矢那瀨医師

相 模 野 病 院
独立行政法人　地域医療機能推進機構

〒252-0206　神奈川県相模原市中央区淵野辺１－２－30
TEL：042－752－2025（代）　FAX：042－754－9543（代）

■独立行政法人 地域医療機能推進機構 相模野病院 地域連携情報誌　■企画・製作：地域連携室　■ 発行月：平成 30年７月■独立行政法人 地域医療機能推進機構 相模野病院 地域連携情報誌　■企画・製作：地域連携室　■ 発行月：平成 30年７月

周産期母子医療センター　副センター長    河野　照子

　産婦人科は周産期母子医療センター長の吉原　一先生
を筆頭に個性豊かなメンバーがそろっています。長く
ご勤務された野田芳人先生がJCHO三島病院の院長に
就任され、今春から松澤晃代先生が着任されました。
馬場征一先生は毎年石垣島マラソンに参加するほどの
ランナーなので、マラソン好きな方はぜひお声掛け
ください。
　少子化と言われていますが、昨年は約700件の分娩
がありました。当院では正常分娩だけでなく、28週以降
の早産や双胎妊娠も行っており、神奈川県県央北相

地区の二次施設として、相模原市だけでなく座間市、大和市、綾瀬市からも母体搬送を受け入れています。
このようなハイリスク妊娠を扱えるのも、小児科、手術室、検査部など沢山の方々のお力があってこそと思って
います。また、当院には経験豊かな助産師が多数おり、骨盤ケアや母乳ケアも熱心に行われています。
　婦人科は子宮筋腫や子宮内膜症、子宮頚部異型成、卵巣腫瘍などの治療を行っています。筋腫で大きく
なった子宮や内膜症で癒着しているようなケースでも、繊細な小野重満先生が中心となって手術しますの
でご安心ください。
　当院では少子化への貢献として、当院での出産が２回目、3回目の方は3万円、5万円の割引制度がありま
す！ご出産の際にはぜひご検討くださいませ。

診療科紹介
第3回

産婦人科


